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①  柔道・松本馨選手
ロンドン五輪の金メダリストである松本馨選手が金沢市ス
ポーツ大使に任命されました。

②  ＬＲＴ（次世代型路面電車システム）
富山市で導入されたＬＲＴを視察し、金沢市における新交
通システムとしての可能性を検討してきました。

③  全国竹とんぼ大会
全国からたくさんの竹とんぼ愛好家が金沢城に集結しました。

④  食文化かなざわ大会 2014
北陸新幹線開業に向けて、工芸と並び、食の情報発信は大
変重要な施策です。
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まさに激動の100日間でした。山野市長が場外車券場問題の道義的責任を取り、突然の辞任を発表した
のが8月18日。そして、9月3日に再出馬を表明してから、10月5日、11月30日の2度の選挙を経て、 山
野市長は再選されました。その間の10月議会最終日には百条委員会の設置も可決され、金沢市政の歴史の
中でも、後世まで長く語り継がれる反省すべき期間であったと言えます。
私自身も終生忘れることができない多くの出来事に遭遇しました。その中でも、山野市長自身から辞職

を伝えられた時の大きな衝撃と無念さは、これまでの私の人生においてなかったものであり、その後の混
乱の中で2度にわたる市長選挙も又しかりでした。
来年3月14日に迫った北陸新幹線の開業に向けて、これ以上の市政の停滞は許されません。私も、これ

まで積み残してきたものを再確認し、残り少なくなった任期を全力で駆け抜けていくつもりです。ぜひと
も今までと変わらぬ叱咤、激励を賜りますよう切にお願い申し上げます。
最後になりましたが、この「喜多浩一通信」も今号で12回目の発行となりました。バックナンバーにつ

きましては、下記ホームページにてご覧いただけますので、アクセスしていただければ幸いです。　　　
　http://www.kita-koichi.com/archive2/ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(喜多浩一)

山野市長の突然の辞任から 2 度の市長選を経て
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北國新聞
2014年
10月16日
付　朝刊

北國新聞 2014年 10月 16日付朝刊

建設工業新聞 2014年 10月 28日付朝刊

平成26年市議会10月定例会での主な一般質問と答弁の要約

⦿外資系ホテルの誘致について

〈喜多浩一〉
北陸新幹線開業による経済効果をさらに高めるとともに、都市の魅力と発信力の向上を目指し、外
資系ホテルの誘致に積極的に取り組むとのことですが、現在の誘致状況についてお答え願います。
〈山野市長〉
外資系ホテル誘致は、海外からの富裕層の来訪や国際会議の誘致に大きく寄与し、にぎわい創出に
つながると考えています。現在、駅西広場周辺の公共用地等を活用した立地の可能性について調査
を進めています。

⦿空き家対策条例と空き家管理サービスについて

〈喜多浩一〉
市に対して、空き家問題に対する問い合わせが非常に多くなってきており、今後、空
き家対策条例の制定など対策が必要と考えますが、空き家管理サービスのビジネスと
併せて、お答え願います。
〈山野市長〉
空き家対策条例については、立ち入り調査権や勧告、公表などの行政指導の側面に加
え、市民意識の向上、コミュニティー醸成などの視点が重要であります。今後、法律
の専門家や有識者、不動産などの業界団体、コミュニティー関係者等からなる検討会
を立ち上げていきます。
空き家管理サービスのビジネスについても、部局間との連携を密にしながら、サポー
トをしっかりしていかなければと考えています。

⦿金澤町家の保全と再生について

〈喜多浩一〉
短期的な視点からの経済的利益だけを追求し、古き良き文化が壊されていく風潮は、
歴史と伝統のまちである本市にとって好ましいものではありません。もっとも、家というのは私有
財産です。しかし、同時にそれがそこにある限り、地域や暮らしに影響を及ぼすものですから、一
個人のみではなく、ある意味、市の共有財産ぐらいに考えるべきです。町家保全と再生について、
今後のまちづくりに絡めて山野市長のビジョンをお聞きいたします。
〈山野市長〉
金沢は、歴史、伝統、文化を大切にしてきた街であります。町家を残していくということは、金沢
の文化、歴史を残していくということに直接つながる大切なテーマだと考えています。金澤町家の
保全と活用については、旧城下町区域を中心とした歴史的な市街地を対象に重点的に取り組む中で、
その拠点として「金澤町家情報館」の整備を進めているところであり、今後とも努力していく所存
です。
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